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はじめに──私がマンチェスターで研究することを決めた理由 

個性豊かなイギリスの地方諸都市の中でも、イングランド北西部に位置するマンチェスターはとく

に独特な存在感をもつ街だと言えるだろう。一般にはマンチェスター・ユナイテッドとマンチェスタ

ー・シティという２つの強豪クラブを有するサッカーの街として有名で、現に国立フットボール博物

館という施設もある。また歴史に関心のある人にとっては産業革命を支えた工業都市として認知され

ているだろう。科学産業博物館、民衆史博物館、労働運動図書館など、産業史関連の施設も充実して

いる。そして音楽ファンにとっては、ジョイ・ディヴィジョン、スミス、ストーン・ローゼズ、そし

てオアシスなどのバンドを生んだロックの都として名高い（マンチェスターの音楽文化に関心がある
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ならば、映画『２４アワー・パーティ・ピープル』は必見）。ロンドンに次ぐイングランド第二の都市

は、一般的にはバーミンガムと言われているが、文化的重要性で言えばマンチェスターかもしれない。 

私は 2015 年 9 月より、英文学の博士号取得を目指してマンチェスター大学に留学している。日本

では学部、修士、博士と一貫して一橋大学で学び、博士課程３年目の途中で休学し、JASSO の奨学金

を得て留学することになった。修士までは小説『一九八四年』などで有名なジョージ・オーウェルに

ついて研究していたので、専門外の方にも自分の研究を説明しやすかったが、現在は「1930 年代イギ

リス文学におけるユートピアとリアリズム」という、少し説明しづらいテーマの研究を掲げ、詩人の

デイヴィッド・ガスコインや、ドミュメンタリー映画作家として知られるハンフリー・ジェニングズ

など、一般的なイギリス人も首をかしげるような作家たちについて研究している。同じ学科の他の院

生ですら、「誰それ？」といった反応で終わることがしばしばである。そんな日本では誰も知らないよ

うな作家たちを研究したかった私は、資料収集のためにも、イギリスに来る必要があった。 

そもそも私が現在の研究テーマに惹かれたのも、交換留学生として同じマンチェスター大学に留学

した 2013 年、現在の指導教員であるベン・ハーカー先生の授業で、日本ではほとんど名前を聞かなか

った 30 年代の作家たちについて学んだことがきっかけだった。文学研究者でありながらフォーク歌手

の伝記や歴史書などを書いているハーカー先生は、同時代の雑誌や映画、娯楽などとの関連で文学作

品を読むという歴史研究的なアプローチの面白さを教えてくださり、私にとってそのような研究をす

るためには、やはりイギリスに長期で留学することが必要だった。学術的関心を共有するハーカー先

生のもとで学ぶべく、私はマンチェスターに戻ることを決めた。 

 

マンチェスターという街 

かつて産業都市として栄えたマンチェスターだが、21 世紀に入ってからは文化都市として新たな

姿を見せている。マンチェスター（の隣町サルフォード）出身のフォーク歌手イワン・マッコールは、

1949 年に「汚らしい古びた街」（Dirty Old Town）と、愛情を込めてマンチェスター（厳密にはサル

フォード）のことを歌った。ロックに親しんだ人にとっては、80 年代のドラッグ・カルチャーに支え

られた「マッドチェスター・ムーヴメント」の印象から、マンチェスターは相当にガラの悪い危ない

街という印象があるかもしれないが、90 年代頃と比べると、現在の街は随分と綺麗になったようだ。

「ノーザン・パワーハウス」という計画のもと、北部の中心地として政府の大規模な支援を受けて再

開発が進められており、街中で常に工事がおこなわれていて、私がはじめて来た 2013 年からくらべて

も街の様子はだいぶ変わったし、いまでも久しぶりにいつもと違う道を通ってみると急に綺麗になっ

ていて驚くことがある 1。イギリスの地方都市はどこも似たようなチェーン店が立ち並び、なんとな

                                                   
1 「ノーザン・パワーハウス」については以下の BBC の記事を参照。

http://www.bbc.co.uk/news/magazine-32720462 （2016 年 10 月 15 日アクセス。） 

http://www.bbc.co.uk/news/magazine-32720462
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く似たような景観になっているとはいえ、やはりマンチェスターの赤煉瓦の街並みには、産業都市の

名残の独特な魅力、良くも悪くも「汚らしさ」が残っているように思える。また現在のマンチェスタ

ーは様々な文化が混じりあう多文化主義的な街で、中心部には性的少数者の人たちが集う運河沿いの

地区や、比較的大きな中華街もあり、少し中心から外れたところには「カリー・マイル」と呼ばれる

中東系のレストランや水煙草屋、ケバブ屋などが立ち並ぶ通りもある。こうした街全体のリベラルな

雰囲気に加え、人口に占める学生の割合も 3％と比較的高く、留学生にとっては非常に住みやすい街

であると言えるだろう 2。（悪名高い天気の悪ささえ我慢できれば、だが……。） 

ただ、一つ留学生にとって大変かもしれないのは、やはり言葉である。よく日本人でアメリカ英語

は聞き取れるけれどイギリス英語はよくわからないという人に会う。イギリス英語がわかりづらいと

されている理由の一つは、方言の豊かさにある。ロンドンを中心とする南部とマンチェスターのある

北部では、人びとの話し方がかなり違うのだ。しかも北部の中でも互いに大きく異なる。例えばマン

チェスターから電車で一時間のイングランド北西に位置するリバプールの出身者の話し方はスカウス

（Scouse）訛りと呼ばれ、かなり独特であり、北東イングランドのニューカッスルの人たちの話し方

はジョーディー（Geordie）訛りと呼ばれ、こちらもまったく違う。マンチェスターの訛りはマンキュ

ーニアン(Mancunian)訛りと呼ばれ、先に挙げた二つほど際立った個性はないような気もするが、それ

でも日本人留学生にとっては相当厳しい。当然、大学などで聞こえてくる英語はある程度標準化され

ているので、マンキューニアン訛りをマスターする必要はないが、それでも街へ出れば、たとえばス

ーパー、病院、銀行、郵便局などで、地元の人と話さなければいけない機会は多い。とはいえマンチ

ェスターの街の人たちは概して親切なので、それほど心配しなくても大丈夫かもしれない。イングラ

ンドには昔から南部と北部のあいだの分断があり、北部の人たちは南部の人たちよりも温かいという

自負があるようだし、実際にマンチェスターの街の人たちは見ず知らずでもわりと話しかけてくれる

ことも多い（少なくともロンドンや東京よりは）。南部で育ったジョージ・オーウェルが初めて北部に

行って書いたルポルタージュの中で、「南部人が初めて北部へ行くときには文明人が未開人の中に飛び

込んでいくような漠然とした劣等感を抱えている一方で、ヨークシャーやスコットランドの人たちは、

略奪しに来た野蛮人のような気概でロンドンに来る」3 のだと大げさに述べてから 80 年が経ったが、

いまだにこの分断は根強いようで、南部出身の私の友人は、マンチェスターに住んでいると地元の人

ほどフレンドリーでない自分に嫌気がさすと、冗談めかして言っていた。そういうわけで、街の人た

                                                   
2 たとえば 2016 年の ‘QS Best Student Cities Ranking’ では、マンチェスターは全体 36 位、イ

ギリス国内 3 位と位置づけられている。

https://www.topuniversities.com/university-rankings-articles/qs-best-student-cities/manche

ster 

（2017 年 2 月 5 日アクセス。） 
3 George Orwell, The Road to Wigan Pier (London: Penguin, 2001), pp. 101-102.  翻訳は筆者。 

https://www.topuniversities.com/university-rankings-articles/qs-best-student-cities/manchester
https://www.topuniversities.com/university-rankings-articles/qs-best-student-cities/manchester
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ちと話しているうちに、聞き慣れない訛りにも慣れてきて、やがて親密さを感じるようになる。多く

の留学生は一年しか滞在しないため訛りに慣れる頃には帰国してしまうが、私にとっては、帰国後に

は街の人たちの話し方も恋しく思い出されることと思う。 

 

マンチェスター大学 

マンチェスター大学は、一箇所に集中した大学（つまりロンドン大学のように複数のカレッジをも

つものや、オープン大学のような通信制を除く）としてはイギリス最大で、2014 年度の学生数は 38,590

人、そのうち EU 域外からの学生数は 10,060 人、EU 域内からの留学生数はあきらかにされていないが

相当数いることを考えて、３分の１程度が留学生である総合大学である 4。 大学付属の病院や博物

館、美術館などもある 5。さらには日本の大学では考えづらいことに、バーやライブハウス、クラブ

などもあり、世界的に有名なミュージシャンがツアーで回ってきたりもする（悲しいことに学生割引

はなく、ほとんど民営の施設と変わらないのだが）。また日本語学科があり、そこの学生たちは日本へ

の交換留学が義務付けられていることもあり、代わりに日本人留学生を多く受け入れている。修士課

程ではビジネスや開発学を学ぶために留学している日本人学生が多い。とくに開発学は、日本ではあ

まり盛んではない分野という印象だが、マンチェスター大学は国際的な大学ランキングなどを見ても

非常に高く評価されているようだ。 

 

院生生活 

ほとんどのイギリスの博士課程と同じく、私のコースは３年間で、ゼミや授業に出る必要はなく、

独立した研究をおこない博士論文を仕上げることを求められる。理系の場合は研究室にこもって研究

をするのかもしれないが、私のように本とパソコンさえあれば論文が書ける分野の人にとっては、完

全に自己の裁量で３年間の研究生活を過ごすことになる。私の学科では、最低月１回以上指導教員と

面談をおこない研究の進捗を報告することが義務付けられており、また各学期末に指導教員、副指導

教員、学科の教員の中から選ばれた独立審査員の 3 人を呼んで口頭審査を受け、博士号取得の見込み

があるかを審査されることになるが、それ以外は完全に自由だ。したがって生活パターンは個々人に

よって大きく異なり、同じ学科の院生同士でもなかなか顔を合わせることがない。とはいえ、もちろ

ん学科内で勉強会などが頻繁に開催されており、関心の近い研究者同士のネットワークはある。たと

えば私の所属する英米研究科では、毎週水曜日の夕方からセミナーが行われ、院生や教員、他の大学

からのゲストなどが研究発表をおこない、その後は懇親会が開かれる。そのほかにも、大きな大学で

                                                   
4 http://www.manchester.ac.uk/discover/facts-figures/ （2016 年 10 月 15 日アクセス。） 
5 マンチェスター大学附属ウィットワース美術館は水彩画のコレクションが有名で、2012 年には渋谷

の Bunkamura での英国水彩画展に協力したことでも知られる。 

http://www.manchester.ac.uk/discover/facts-figures/
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あることの利点を生かして、一つの分野にとどまらない学際的な研究会や講演会が頻繁におこなわれ

ている。しかしこれらのイベントへの参加は任意なので、博士課程の院生はほとんどほったらかしに

され、ひたすら資料収集と執筆に励むことになる。もちろん、このような自由に埋もれてしまわない

ように、前述のように定期的に研究の進捗状況を報告することが事細かに定められており、ほとんど

の院生は最終期限とされている 4 年以内に博士論文を提出する。 

 

日英の違いについて考える 

 日英の博士院生が置かれた状況の違いは一考に値する。これ以降は、私が知る限りの範囲での話な

ので、主に文系の場合についてということでお読みいただきたい。おそらく日本国内でも文系博士院

生がどのような生活を送っているのかは一般にはあまり知られていないだろうし、大学や専攻によっ

てそれぞれだろうが、おそらく多くの場合はゼミに出る義務があり、博士課程でも単位を取る必要が

あるだろう。そして人によっては非常勤講師や TA をしながら、バイトを掛け持ちして、というように

忙しい生活を送っている（私も日本にいたときにはそうだった）。そのせいもあってか、日本では博士

論文にかける時間が長くなり、短くても大体 5 年くらいはかかるのが普通かと思う。このことは、当

然カリキュラムの違いや学会において博士号のもつ意味の違いなどもあるだろうが、それ以外にも、

日本では博士の院生に対する給付型奨学金などの経済的支援が比較的少ないということも一つの原因

なのではないだろうか。日本にも JASSO の第一種奨学金の業績優秀者への返還免除制度や、まさに私

が利用している海外留学支援制度、そして日本学術振興会の特別研究員制度などがあり、一部の院生

は経済的に比較的安定した状況で研究に励むことができるが、大半の博士課程の院生が給付型奨学金

を受けながら研究をしているイギリスの状況を見ていると、やはり日本の若手研究者支援については

まだ拡充の余地があるのではないかと感じる。 

 ただ、この問題は日英の学術研究をめぐる状況のより大きな違いの氷山の一角なのかもしれない。

私はイギリスに来てから、日本よりも大学と社会が近いように感じることが度々ある。たとえば飲み

屋で会った人と話していて、博士課程の院生だと言ったら研究テーマを説明させられたことが何度か

あるし、そのうち一度などは、君の仮説はおかしいとなぜか散々に批判された（苦笑）。つまり、研究

者でなくても研究に興味をもってくれる人が多い気がするのだ（当然、イギリスに来てイギリス文学

のことを研究しているので、とっつきやすいということはあると思うが）。研究者が大学の外で講演を

する機会も多いように思う。たとえばマンチェスターには HOME という映画館・劇場・ギャラリーなど

の複合施設があるのだが、そこでは映画の上映前に専門の研究者によるイントロ（スペイン映画なら

スペイン文化研究者、日本映画なら日本文化研究者、といった具合に）がおこなわれることも多い。

学術的なイベントを大学外の公民館や博物館などで開催し、在野の研究者や一般人の参加を募ること

もある。もちろん日本でもこのようなイベントは行われていると思うし、イギリスの中でもマンチェ
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スターが特殊である可能性はあるが、それでも全体的に、イギリスの方が大学での研究が地域の住民

たちに受け入れられていく間口が広いように感じる。 

 このことに関連して、一つ面白い体験をした。私は日本にいたときから、ウェールズ出身の思想家

レイモンド・ウィリアムズを研究する会に参加しており、2016 年の 3 月には、日本のウィリアムズ研

究会とウェールズのスウォンジー大学の研究グループが、共同でウィリアムズに関するシンポジウム

をおこなった。せっかくの機会ということで、ウィリアムズの生家のある、イングランドとウェール

ズの境界に近いパンディという小さな村の公民館が会場に選ばれた。そして当日になってみると、驚

くべきことに、会場には大学と関係のない多くの地域住民の姿があった。普段は同業の研究者を相手

に話すことに慣れてしまっていた私にとってはなんとも不思議な体験で、自分の発表の際にはやりづ

らさも感じたが、同時に自らの研究を大学の外の人たちと共有できることには喜びも感じた。これは

特殊な例かもしれないが、学術研究と地域住民のつながりを示す例としては興味深いと思う。 

 こうしたことを考えると、イギリスでは学術研究に対するある種の信頼が、市民のあいだに根付い

ているように思う。それは、大学が市民への成人教育──前述のレイモンド・ウィリアムズや、私の

指導教員のハーカー先生など、少なからぬイギリスの知識人が成人教育に携わった経験をもつ──な

どを通じて、大学の外に研究成果を還元してきた伝統の上にあるのではないか。私の学科でも、院生

が大学外の市民に向けて研究内容を発表する場が定期的に設けられている。しかし、イギリスの高等

教育をめぐる状況も良いことばかりではなく、たとえば、授業料の値上げと学部レベルでの給付型奨

学金の不足は 多くの大卒者に多額の借金を背負わせ、教育格差を広げている 6。新自由主義的な改革

により大学が市場の論理に翻弄されつつあるこのような状況で、イギリスの高等教育が社会からの信

頼を守りきれるのかも雲行きがあやしい。それでも日本としては、イギリスの状況から学ぶところは

あるように感じる。この留学を通じて、学術研究への信頼を取り戻すにはどうするべきなのかという

ことを、一研究者としてこれからも考えていきたい。 

                                                   
6 たとえばマンチェスター大学の EU 域内からの学部生の年間授業料は£9000 ポンドで、£1=¥150 とし

ても¥1,350,000 になる。これと生活費をまかなうために、多くのイギリス人学生は利子付きの学生ロ

ーンを借りている。『ファイナンシャル・タイムズ』の記事によると、イギリスの大学生は卒業時にア

メリカの学生よりも借金を多く抱えており、その額は多い場合は£50,000 以上になるという。‘UK 

graduates leave university with more debt than US peers’, Financial Times, April 28, 2016. 
https://www.ft.com/content/a1c27f38-0c86-11e6-b0f1-61f222853ff3 （2017年 2月 3日アクセス。） 

https://www.ft.com/content/a1c27f38-0c86-11e6-b0f1-61f222853ff3

